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広島・江田島における海底地下水湧出に伴う物質負荷と生態への影響評価

Dissolved material transports by submarine groundwater discharge and the effects on
ecosystem in Edajima, Hiroshima
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陸域から海洋への水移動と物質輸送およびその沿岸生態への影響において、海底地下水湧出評価の重要性が指摘され
ている。広島・江田島沿岸において、海底地下水湧出が沿岸域での生態に与える影響を評価するために、海底帯水層の
比抵抗測定、海底温度測定、地下水湧出量計を用いた海底地下水湧出量調査と、淡水影響評価のため牡蠣のストロンチ
ウム同位体比測定をおこなった。またシーページメータチャンバー内にいれたＣＴセンサーによる電気伝導度と温度の
連続測定値を用い、海底湧出地下水を淡水成分と再循環成分に分離した。さらにピエゾメータによる間隙水の採水と海
底地下水ポテンシャルの測定、比抵抗法による海底地下水湧出に与える潮汐の影響について評価した。測定の結果、海
底温度と海底地下水湧出に相関が見られ、比抵抗測定結果と海底地下水湧出分布が明らかになった。海底地下水湧出現
象は、沿岸への物質付加の重要性ばかりでなく、生態への影響の可能性もあることが明らかになった。


